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本道小規模校における養護教諭の執務の状況 〔H〕
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I はじめに
昨年，本学研究紀要に本道小規模校に勤務する養護教諭の現状について，その一部を報告し
たが，今回はその継続として調査の中で寄せられたさまざまな問題点を考察し，そのEとして
報告するものである。
養護教諭の職務は学校教育法に， 「養護教諭は養護を司どる」と規定されているが， その内
容については確固たる定めがないため，さまざまな職務内容が試案として示され，試行錯誤を
くり返しながら仕事を進めてきた。現在は昭和47年に保健体育審議会が答申した職務内容が基
本的考え方として定着している。しかし，実際問題として養護教諭に求められる職務内容は，
校種，学校規模，地域や学校事情等によって違いが大きく， 対応の仕方もそれぞれ異なるため，
勤務する養護教諭にも，職場の先生方にも，仕事に対する理解や満足感を得られない問題点が
ある。都市部の大規模校では2名配置の試行など新たな取り組みもはじめられているが，小規
模校では人的配置に伴う条件整備さえ十分とはいえない現状がある。
本調査では，へき地小規模校という恵まれない条件のもとに勤務する養護教諭が，日常の勤
務の中で感じている問題を，なるべく原文に忠実にまとめて考察し，職務の充実への課題と学
生指導への資料を得るとともに，それぞれの立場からの理解を求める手がかりとなれば幸いと
考えるものである。
E 調査の方法
本調査は，平成3年11月に実施した 「小規模校の養護教諭の職務に関するアンケ 卜ー調査J
の中に，養護教諭が日常感じている諸問題について記述による回答を求めたものを，中心にし
てまとめたものである。
調査対象は，50人以下の規模をもっ道内町村の小，中， 小中併置校392校のうち回答を寄せ
た291校（回答率74.2%）を対象としている。
主な調査項目は，生活環境の状況， 小規校の長所と短所，職員間，地域聞の人間関係，本務
外の仕事内容，勤務上感じている問題点について等である。
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E 結果と考察
1.生活環境の状況
本道ではへき地校が多く，しかも小規模校が多い。今回調査対象となった学校は96.6%がへ
き地校の指定を受けている。へき地の生活環境で、抱えている問題はどのようなことか， いくつ
かの項目をあげて答えてもらった。
(1）住宅の状況について
住宅事情については公宅が68.7%と約7割をしめており，へき地という不便地だけに住宅数
はかなり整備されているといえる。次いで自宅が21.6%で合わせて 9割のものは生活基盤と し
ての住宅が確保されている。しかし，住宅に関する苦情は多く，特に公宅については古い，狭
い，換気や採光が悪い，設備不良，ネズミや害虫の存在などがあげられ，住宅の機能としては
劣悪なものが多いことを示している。また住宅の機能ではないが，若い女性の一人住まいは地
域の中で目立つ存在として，まわりの目や時には痴漢も出現するなど安心して生活できないこ
となどが述べられている。
(2）通勤方法と所要時間
通勤の方法と所要時間は表に示す通り，徒歩で10分以内というものが最も多く，勤務場所と
表1 生活環境の状況
項 目 区 分 人数 % 項 日 区 分 人数 % 
ノι、J' 司，ムヰ司． 200 68.7 近くにある 235 80.8 
借上げ住宅 17 10.0 やや遠いがある。 37 12.7 
住宅の状況 自 宅 63 21. 6 
保育所施設等
ない 12 4.1 
部屋借り 10 3.4 わからない 3 1.0 
無回答 1 0.3 その他 2 0.7 
徒 歩 128: 44.0 無回答 2 0.7 
公共交通機関 1 0.3 あ る 61 21.0 
通勤の方法 自転車 3 1.0 
教養娯楽施設
ない 123 42.3 
自家用車 158 54.0 わからない 103 35 .4 
その他 0.3 無回答 4 1.4 
10分以内 191 65.6 あ る 163 56.0 
30分以内 81 27. 8 趣味・サーク な し、 49 16.8 
所要通勤時間 1時間以内 15 5.2 ル等の会 わからない 78 26.8 
1時間以上 1 0.3 無回答 0.3 
無回答 3 : 1.0 あ る 139 47.8 
近所でできる 133 45.7 習いごと等の な 1，、 76 26.1 
日常の買物等 やや遠いができる 101 34. 7 施設 わからない 75 25.8 
遠くて不便 57 19.6 無回答 1 : 0.3 
近くにある 118 40.5 
医療機関
やや遠いがある 158 54.3 
な しB 14 4.8 
その他 1 : 0.3 
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生活の場が近接しているものが多い。通勤時間は1時間以内がほとんどであるが，公共交通機
関を使っているものは1名のみで自家用車の使用が多い。このことは本道へき地の交通事情を
示すものであり，公共交通機関がない，あるいは不便で代替の交通手段として自家用車がなけ
れば生活できないへき地の現状を示している。
問題点としては，冬期の道路確保や雪道での車の運転，交通事故の心配等があげられ，本道
の厳しい自然環境の中での生活が大変であることが推察される。
(3) 日常の買い物等について
日常必要な食料品等の買い物が近くで間に合うと答えたものは全体の45.7%，やや遠いがで
きるというものは34.7%と，約8割は可能であるという結果であった。しかし満足できる状況
でないことが多く述べられている。問題としては商店の数，業種，品揃えが少ないこと，値段
が高いことなどで都市との格差が大きいと感じている。そのため週末に遠くても市街地に出か
け，まとめ買いをする方法で間に合わせているものが多い。また，近くに商店があっても閉店
時間が早く，終業後の買い物に不自由を感じているというものが多かったことは予想外であっ
た。
(4) 医療機関等の施設について
へき地に生活していて最も心配なことは，やはり病気になった場合の医療機関の存在である
が，医療機関が近くにあると答えたものは40.5%，やや遠いがあるというものが54.3%と合わ
せて90%以上が利用できるという結果であった。このことは予想以上の結果であった。
しかし問題点の記述では，これらは日常的な疾病に対応が可能ということであり，いざとい
う場合は遠方でも施設設備の整った総合病院で受診すると答えている。また，それぞれの地域
に耳鼻科や眼科等の専門医が少ないことも，自分や家族だけでなく，児童生徒の治療や指導の
面で不自由を感じている。
(5）保育所等の施設について
女性が仕事と育児を両立させていくためには，保育所等の施設利用が安心してできなければ
ならない。結果として保育所等が近くにあると答えたものは80.8%，やや遠いがあると答えた
ものは12.7%と90%以上があると答えており，予想以上の結果であった。ここで問題としてあ
げられたことは，保育所の形態が季節保育所（農繁期等の）が多く不定期であること，朝の始
まりや終了の時間的制限が多く，教員の勤務時間とのずれがあって安心して預けられないなど
である。保育所に預けられる子どもの多くが農業や漁業を営む家庭の子どもであれば，教師の
生活時間帯とずれがあるのは当然であるが，そのため仕事を中断したり，二重保育を余儀なく
されることは問題であり，結婚しでも仕事を続ける女性が多くなっている現状から，これらの
保育内容がもっと整備される必要があると考えられる。
(6）教養・娯楽施設について
近年は生涯学習の振興など文化的，教養的な企画が盛んになっているが，地方においてその
恩恵を受ける機会はどうかと考えて調査したが，そのような施設があるというものは21.0%に
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止まり，ないと答えたものが42.3%と多数であった。 また，わからないというものも多かった。
へき地の定義が地域的にも文化的にも恵まれない地域という言葉が当てはまる数字であるが，
テレビだけを情報収集源とするのでなく，地域に根さした文化の亨受や自分に対する投資とし
ての生涯学習が進められるような施設作りが積極的に行われること，既存施設の積極的利用や
自ら窓口を求めていくなどの努力が必要かと思われる。
(7）趣味・サークルの会，習いことの施設等について
趣味や運動など同好の集まりは，心身のリフレッシュや人間関係の和を保つのに有効である
が，そのような会が近くにあると答えたものは56.0%と約半数であった。習いごとの施設につ
いてもあると答えたものは47.8%とほぼ半数であった。 残りはない，わからないがほぼ半々で
あった。問題点として記述されたことでは，会や施設がないことへの不満とともに，それらの
種類が限られており希望するものがないことがあげられている。
へき地という地域事情から考えると致し方ないかと思うが，へき地になるほど人間関係の幅
がせまくなり，固定化しがちなのでなるべく広く，また気分転換を図るような外部との交流の
場をもつことが大切ではないかと考える。
全体として，へき地の生活環境は予想以上に改善されてきているように思う。道路網の整備，
テレビをはじめとする情報手段の変化と普及，生活レベルの向上，施設設備の充実等格段によ
くなり， かつてのへき地のイメージとは違ってきている。しかし，都市部との格差は依然とし
て大きく，都市部では当然のこととされる買い物での選択や値段の差， 文化施設等の利用，医
療機関の選択や信頼性など日常の満足度は低い。また比較的充足されている住宅についても，
古い，狭い，施設が不十分等満足できない状態があり，質の面でも改善が必要と思われる。
更に本道の場合，半年にわたる厳しい冬の生活があり， 除雪や交通障害なども負担が重い。
へき地に根ざし， 教育に打ち込める体制づくりとして，日常の生活基盤の整備が一層充実され
ることを切に願うものである。
2.小規模校の長所と短所
小規模校で・今回対象とした学校は，平均して児童生徒数が30人，職員数は6-10人ときわめ
て小規模であった。そのような小規模校に勤務している養護教諭が， その特徴をどのようにと
らえているかは，仕事を進めるうえで大きな意味をもつものと考えられる。そのため小規模校
の長所と短所について感じている事を記述してもらった。回答率は長所については92.1%，短
所については88.7%と高率であった。文章による記述のため，表現法に微妙なニュアンスの違
いがあるが，なるべく意向を汲みとることに努め，ジャンル毎にまとめてみた。
(1）小規模校の長所について
小規模校の長所については，回答者268名が560項目，複数回答で平均して 2つの項目をあ
げ、ている。その中で多かったものはほぼ次の4点にまとめられる。
① 一人一人の子どもと十分にふれ合うことができる
0 子どもを十分に見られる，見える 32 
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。指導の目が行き届く 29 。よく目が届き，指導しやすい 27 。一人一人に合った指導ができる 24 。個々の実態が十分把握できる 28 。子どもの生活P性格がよくわかる 17 。子どもの様子をつかみやすい 16 。じっくりと細かい指導ができる 30 。子どもと深くかかわり理解を深められる 30 計256(45. 7%) 。多岐に亘り子どもとの接点が見つけられる 23 
など児童生徒との濃密な関わりをあげたものが全項目のほぼ半数にのほずっている。子ども
との十分なふれ合いや，そこから生まれる親密な信頼関係から，一人一人の子どもを大切
にし，実態を踏まえた指導やパックアッフを，機に応じて実施できる体制にあることが，
小規模校の第一の長所としてあげられている。
② ゆとりをもって指導や保健活動を進めることができる
0 子ども全員の観察や成長を見守ってゆける 20 
0 事故や病気等が少なく処置に追われない 12 
0 勉強や準備等すべてに十分時間がとれる 22 
0 保健行事や指導等の時聞がとりやすい 10 
0 保健指導に力を入れられる 6 
0 ゆとりをもって子どもとの対応ができる 9 
0 やる気さえあればなんでもできる 8 
0 創意工夫や独自の取組み等成果がよく見える 9 計105(18. 8%) 
0 研修参加や時間調整等思い通りに執務できる 9 
など18.8%のものが，時間的なゆとりがあり保健指導や，一人一人の経過を見守りながら
指導していける体制がとれることを長所の二番目にあげている。
③職員との人間関係が良好である。職員との連携がスムーズにできる 21 
。職員全体で指導できる 17 。職員の意志統ーが図りやすい 11 
。職員聞の和が保たれ，家庭的である 10 
。人間関係がよく，仕事がしやすい 6 計71(12. 7%) 。理解，協力を得やすい。 6 
など12.7%のものが，小人数の職員問での人間関係が良好に働いており，連携，協力など
仕事を進めるうえでの大切な要素となっていることがあげられている。
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④ 本務をこえた活動ができる
0 教師として関わりよい関係が作られる 9 
0 職務以外のことをいろいろ経験できる 10 
0 今までにない分野の勉強ができる 6 
0 校内の様子や他の人の動きがよくわかる 10 計40(7.1 % ) 
0 校内で発言しやすく，存在が認められている 5 
など7.1%のものが専門分野だけでなく教師の一員として活動できること，教育全般につ
いて理解を深められることがあげられている。
その他としては，児童生徒が純朴で、長幼の関係がよく，みんな一緒に成長していけること
(4. 8%），家庭や地域との連携がスムーズにできること（4.3%）等を長所と認めている。
(2）小規模校の短所について
小規模校の短所については，回答者258名が544項目，複数回答で平均して2つの項目をあ
げている。その中で多かったものはほぼ次の4点にまとめられる。
①仕事に追われ多忙である
0 本務以外の仕事が多く多忙である 64 
0 1人当たりの仕事の分担や分掌が多い 25 
0 雑務が集中する危倶があるが断れない 24 
0 行事が多く子どもも先生も忙しい 18 
0 忙しくて本来の仕事に専念できない 10 計150(27. 6%) 
0 対外的会議，地域行事，夜の会議等が多い 9 
など27.6%のものが多忙なことを第一の短所としてあげている。職員数が少なくても学校
運営上必要な仕事は省略できないため，職員一人当たりの仕事量が多くなり多忙になって
いる。特に授業をもたず比較的自由のきく養護教諭には，本務以外の仕事がかぶさってく
る傾向が強いものと思われる。
② 児童生徒に小規模校ゆえの種々の問題がある
0 手をかけすぎ子どもが伸び伸びできない 21 
0 比較対照するものがなく競争心，向上心がない 18 
0 依頼心が強く，自主性が育たない 13 
0 集団学習，集団訓練，発表力等が不足している 11 
0 子ども同志のぶつかり合いがない 16 
0 友達関係が固定し上下関係，派閥等がある 14 
0 社会性に乏しく保守的で型にはま りやすい 18 計125(23. 0%) 
0 けじめがなく，なれ合いになりやすい 14 
など23.0%が児童生徒数が少ないことにより，学校という集団としての活動が十分機能で
きず，固定した人間関係の中では，子ども達が切瑳琢磨して成長していく場が設定されに
くいことをあげている。
③養護教諭としての専門性が発揮できない
0 事例が少なく救急処置等に不安がある 16 
0 養護教諭本来の仕事の経験ができない 10 
0 仕事の幅が広がらず固定化， マンネリ化しがち 15 
0 ひまそうに見られ，気遣いが多い 8 
0 仕事があいまいで自分で探さなければならない 13 
0 本務以外の仕事が多く責任や難しさを感ずる 11 
0 養護教諭の立場が明確でない 11 
0 周囲にやっていることが理解されない 11 
0 保健指導等に担任の理解や協力を得にくい 10 
0 保健意識がうすく養護教諭まかせになる 6 
0 施設設備が貧弱で，予算等も少ない 6 計124(22. 8%) 
0 研究や研修の時聞が取れす体制も整っていない 7 
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など22.8%のものが，養護教諭の立場の不明確さや仕事に対する満足感が得られないこと
など，幅広い養護教諭の職務全般にわたる仕事像をつかみきれないことが問題として上げ
られ，まわりの理解を得にくい，仕事に自信をもてない，異動への不安等につながってい
る。
④ 職場での人間関係がむずかしい
0 メンバーが固定し，人間関係に左右される 16 
0 なれ合いや慣例が多く，刺戟がない 26 
0 管理職の姿勢や職員の意識に左右される 9 計61(11.2%) 
0 人間関係が悪いと最悪の状態になる 10 
など11.2%のものが，職員数が少なく固定した人間関係の中では，一人一人の個性や考え
方の影響が大きいため，職員の和や意識の如何が仕事を左右する鍵になることが，問題と
してあげられている。また，なれ合いやけじめのなさなど計画性や組織体としてのあり方
に問題を感じているものも多い。
その他としては， 地域との関わりについてあげたものが5.1%で，学校に対する期待度が
高く，閉鎖的，慣例意識等があってそれとの対応が困難なことをあげている。
以上の長所と短所を並べてみると，両方であげたものが同じ内容であることに気づく。すな
わち長所である一人一人に十分対応できるということが，裏返せば一人一人が見えすぎて児童
生徒にとっては，伸び伸びできない息苦しい状態を生み出していることになる。 小規模校にお
いては，その両極端の特徴を十分考慮しながら問題解決の方途を探るむずかしさをもっている。
また，都会の大規模校と違った忙しさが多くあげられているが，週休2日制への移行とも絡
んで，授業時間の確保など基本的な学校教育のあり方について，行事の精選，内容の多重化，
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必要の可否等を検討すべき時期に来ているのではないだろうか。
3.教職員， 地域との人間関係について
本調査の中で問題として述べられたことの一つに人間関係のむずかしさがある。短所として
あげられた中にも，人間関係が仕事の内容をも左右することが述べられている。そのことにつ
いて更に表3のような項目をあげて調査を行った。
教職員との関係で大体満足できると答えたものは62.9%で，問題があると答えた36.1%を大
きく上回る結果であったことは大変喜ばしい。このことは前項の小規模校の長所を裏付ける結
果で，家庭的な雰囲気の中で全職員が協力して， 一人一人の子どもに十分対応し，教育の成果
を上げているものと受け取りたい。地域の人との関係では大体満足できるは55.3%，問題を感
じているものは42.6%とほぼ二分された。次に
それぞれ問題があると答えたものについて，ど
のような内容か調べたものが表3，表4である。
(1）教職員との人間関の問題
このことについて，105名からあげられた項
目は389，平均して3.7の訴えがあった。
最も多かったのは， 養護教諭の立場が明確で
ないというもので， 養護教諭の職務ゃあり方が
教職員に理解されていないと感じていることで
ある。
次に職場が楽しくないと回答したものが多い。
ここで回答したものは，職員聞の対人関係の狭
さや，その中での個性や考え方の違いから逃げ
場がなく，萎縮した気持ちで生活せざるを得な
い状況で，精神的苦痛が大きいと考えられる。
三番目には，経験が浅く自信をもって言えな
いという養護教諭自身の問題があげられている。
前回の報告で本道の養護教諭の，若年者，新
卒者が多数へき地に配置されていることを報告
したが， その結果と して十分な基礎もなく，ま
わりに指導者もいない一人職として，教職員に
働きかけていくことの困難さを示している。
4, 5, 6位にあげられた内容は，小規模校
で養護教諭が関わっている仕事に対するもので
保健行事が少ないことや授業のないことがひま
であると見られたり，雑用的な仕事に追われて
表2 教職員，地域との人間関係
比~ 教職員との関係 地域との関係人数。 % 人数 i % 
大体満足できる 183: 62.9 161 I 55.3 
問題を感じる 105 ! 36 .1 124 i 42. 6 
無回答 3! 1.0 6! 2.1 
言十 291 : 100.0 291 ! 100.0 
表3 教職員との人間関係の問題
(105人中 複数回答）
問 題 占 人数 % 
雑用が多くことわれない 36 34.3 
若い人がいなく淋しい 18 17.1 
校内に相談相手がいない 24 22.9 
職場が楽しくない 42 40.0 
研究会等に出してもらえない 4 3.8 
私生活に口出しされる 21 20.0 
教員として認めてもらえない 8 7.6 
保健についての理解がない 23 21.9 
行事に追われ忙しい 37 35.2 
保健の仕事を依頼しにくい 20 19.0 
学級に入りにくい 14 13.3 
養護教諭の立場が明確でない 44 41.9 
ひまにみられる 34 32.4 
勤務以外の交際が大変である。 12 11.4 
経験が浅く自信をもって言えない 38 36.2 
そのf也 14 13.3 
計 389 
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満足感を得られないことなどが多い。
それに次ぐ内容でも一人職の孤独感や専門性をいかしにくい立場にあるという内容が多かっ
た。こうした問題があると回答したのは3分の 1であるから，多くのものは満足しているもの
と考えたいが，回答を読む限りでは満足しているというより，仕方がないとのあきらめや割り
切り，がまん等によって対応しているのではないかと考えられる。
(2) 地域との人間関係の問題
このことについて， 124名からあげられた項 表4 地域との人間関係の問題
(124人中複数回答）
目は365項目，平均2.9の訴えがあった。
最も多かったのは51.6%の高率で，勤務時間
外に行われる地域行事への参加が負担に感ずる
というものであった。へき地小規模校で、は町村
あげて，学校と共同体として活動するため，先
生方もその関わりで地域行事に参加する必要が
あり，どうしても休日や時間外の私的な時間を
さかれることになり，ゆとりがないことが不満
につながっている。
次に多かったのは診療を受けに行ってもらえ
ないというもので，忙しさを理由にしたもの，
保健等に関心がうすいもの，医療機関が遠い又
はないなどいくつかの理由があげられているが
問 題 占
勤務時間以外の地域行事が多い
学校に対する期待が大きすぎる
子供の教育に関心がうすい
保健に関心がうすい
人間関係の範囲が狭い
病院，診療所と間違えられている
養護教諭を理解してもらえない
通知をしても診療を受けに行かない
私生活がない
閉鎖的である
その他
計
保健指導の基本的な問題解決がスムーズにできない問題をあげている。
人数 % 
64 51.6 
26 21.0 
14 11.3 
39 31.5 
33 26.6 
26 20.1 
17 13.7 
44 35.5 
20 16.1 
26 21.1 
56 45.2 
365 
3番目は保健に関心がうすいことで，上述の内容や 7位にあげられた保健室が病院的に扱わ
れるという問題ともからんで，学校保健に関する理解が不十分であると感じている。
4位以下では地域性に関わる問題が多くあげられている。その他の項目が45.2%と高かった
が，この内容としては狭い地域の中での生活について，まわりの目や教師批判，うわさ話など
興味の対象とされやすいことや，地域における学校の立場などについて書かれたものが多かっ
た。また，若い養護教諭からは先生として見てもらえなかったり，お姉ちゃん的な扱いで相談
相手として信頼してもらえないなどの悩みが述べられている。
両者を通して考えると，職場や地域との人間関係はまあまあの状態と思われるが，養護教諭
という職業は，職場にも地域にもまだ十分理解されていないように思われる。また養護教諭自
身にも与えられる仕事やまわりの見方にとまどいが感じられ，自らの職務を確立できない状態
があって，その事がまた人間関係を円滑にすすめにくい要因となっていると思われる。いずれ
にしても人間関係が円滑にいかなければ，すべてにわたり生活しにくい状況にある。
4.校内業務の担当者について
前回の報告で校務分掌の担当状況について報告したが，校内の多くの仕事の中には分掌と決
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めかねるいわば雑務といわれるものがある。それらは本来業務を円滑に行うためになくてはな
らないもので，雑務ということははばかられるが，とかく問題になることが多いので，そのよ
うな内容をあらかじめ選んで回答してもらった結果が表5である。担当者が複数の場合もある
ため，学校数を基準にしてパーセント表示したものである。これらの業務は季節が限られてい
たり，不定期であったり，毎日行う必要があったりと一概に軽重を決めかねるものであるが，
大体の傾向として次のようなことがあげられる。
(1) 公務補，用務員等
が全般にわたって多く
担当しており，学校の
条件整備に大きく貢献
している。公務補等の
配置率は74.9%である
から，配置されている
学校では十分その思恵
を受けて，先生方の負
担が軽減されていると
考えられる。
(2) 養護教諭は公務補
等に次いで校内の各種
業務に関わっている。
特に関わる率の高い
ものは，お茶の接待，
給食，清掃等で毎日の
関わりになるものが多
く， 多忙であることの
原因にもつながってい
る。
(3）各自，全員で関
表5 校内業務の担当 （複数回答）
：； 
お 月龍 正fl タ十
茶 員 刷 回
至 物 り。〉
の σ〉 の
接 j青 作 清
待 掃 製 掃
校 長 2. 1 
教 頭 0. 7 1.4 1. 7 3.4 
管理職 0.3 0.3 4.8 
事務職 16.2 8.2 7.6 2.4 
養護教諭 40.5 8.2 7.6 6.9 
用務員 36.8 74.2 14 .1 64. 6 
女の先生 11目3 0.3 
各自全員 6.5 1.0 74.2 7.5 
その場の人 11. 3 
給食員 0.7 1.4 
児童生徒 3.8 14.8 
担任
担当係 0.3 3.4 
日直・当番制 0.3 1.0 
臨時職等 1.4 0. 7 1.4 
外部委託 1.0 1. 7 
不定 0.7 
無回答 1.4 2.1 1. 4 5.5 
備考
ト
イ
レ
の
1青
婦
3.1 
25.8 
41. 9 
2.1 
3.8 
0.7 
47 .1 
1.0 
2.4 
0. 7
1. 7 
2.4 
単位 % 
車合 集 プ ス 雪
食 ケ
与P立' 
の 1レ ト か
準 事 管 場管
｛晴 務 理 理 き
1.0 0.3 0.3 1.0 
0.3 17. 9 11. 7 8.2 4 .5 
l. 7 3.8 6 .5 
6.5 26.8 4.5 1. 7 
37 .8 13. 7 5.2 0.3 
35.1 2.1 3.8 1.0 58.8 
2. 7 
5.8 18.9 5.2 10. 7 16 .2 
1. 4 1.4 
6.9 
21.6 2.4 
3.4 15 .8 
l.4 15 .8 3.1 7.6 0.6 
0.3 0.3 0.3 
0.3 0.3 1.4 
0.3 12.0 12.7 11. 7 
2. 7 5 .5 2.1 4.8 10.3 
無 無
60.1 57.7 
わっているものも多くそれぞれが多様な忙しさを抱える結果となっている。 小規模校では担
当者まかせにできる人的ゆとりがなく，皆が忙しいという調査結果を裏付けている。
(4) 事務職員は56.4%の配置率があるが，本調査の結果ではこれらの業務と関わった数字と
して表われなかった。 事務職としての仕事内容が比較的はっき りしており，他のことへの関
わりは少ないのではないかと考えられる。
(5) プール， スケー卜場はない学校が多く，ある場合も町村営や委託管理が多い。
全体的に見ると，公務補等が配置されている場合は，相当な部分で教員の仕事が軽減される
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メリッ卜があるが，そうでない場合は先生方全員にこれらの仕事が分担され，負担が大きいこ
とが考えられる。中でも養護教諭にはさまざまな業務が持ち込まれる傾向がある。養護教諭は
時間割のない仕事だけに，保健行事がないことが暇ととられることを危慎するところである。
5.勤務上，生活上，身分上，職務上の問題点について
養護教諭が日常の勤務の中で，いろいろ問題を感じながら生活していることは，種々耳にす
るところであるが，とかくぐちとしてとらえられやすく，まとめられたものが見当たらない。
本調査ではその点に着目して回答を求めた。自由記述のためまとめるのは困難であったが，
回答を寄せた126名（43.3%）の内容はおおよそ次のようなものであった。
(1）養護教諭の立場，職務内容の不明確さに関するもの
この点をあげたものが最も多く，小規模校で養護教諭が専門的な仕事として何をするべき
かがつかめない，見えてこない，仕事の満足感が得られない。そのためまわりからの理解も
得にくい状況がある。また，一人であることの孤独感や相談相手がいないことから問題解決
に苦心し，個人の努力だけでは限界があることを述べている。これらのことから職務内容の
基準がほしいという意見も多かった。
(2）身分，免許，人事等に関するもの
この内容で多かったのは，養護教諭の校内での地位の低さを感ずるというもので，法的職
制としては専門職として認められているものの，実際には先生方の仕事の間隙を埋める何で
も屋が重宝されるなど，仕事への情熱を失わせる傾向がみられる。
また，養護教諭の上級免許取得の方法がまだはっきりしないことから，それに対する不安，
複数免許を取った方がよしとされる傾向，人事の停滞や異動の不安，新卒者のへき地配置や
配置基準低下による問題，代替勤務者の不安定さ，組合にまつわる居心地の悪さ，差別等な
ど多くの問題があげられている。小規模校への養護教諭配置を疑問視する意見もあった。
(3）学校保健や養護教諭に対する理解不足に関するもの
この内容としては，保健行事や救急処置が少ないことがひまととられたり， 何をしてくれ
るかの期待が過大文は過小であったりすること，保健室の役割がまだ病気やけがの手当てと
いう認識が多く，保健室への出入りを規制されるなど保健指導の時間や機会が取れないこと，
(1）のことともからんで雑務や本務以外の事を頼まれ，ことわるといやな顔をされることなど
学校保健の学校での位置やそれに関わる専門職への理解度が低いという意見が多かった。
(4）研修や情報の不足に関するもの
養護教諭としての多面的な経験は，小規模校ではできないことから，知識技術面に不安が
あり研修への参加を希望しているが，その機会が与えられないこと，地域での研修は同年輩
のものばかりで向上に至らないこと，養護教諭対象の研修体制が整っていないこと，教委，
組合等両極端でいずれを取るべきか迷うなどがあげられ，情報を得たり選んだりすることが
困難なことを述べており，専門職としての力量を高めたい希望が強かった。
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(5）専門外，部活等の指導の負担感について
小規模校では養護教諭も教員の一人として，教科やクラブ活動，部活動の指導に当たって
いることはすでに報告したが，学校運嘗上仕方ないと感じているが，専門外の勉強や指導は
むずかしいと述べている。またそれぞれの領域で責任ある仕事をまかせられ，心的負担が多
いと感じており，指導のむずかしさや休日返上などのゆとりのなさが問題となっている。
(6) その他に関すること
その他のことでは， 小規模校に求められるのは複数免許を持ち，先生方の補助や代りをつ
とめられる何でも屋で，養護教諭はいらないのではないかという懐疑的な意見や，ずいぶん
苦しんできたが，やめるという結論を出してすっきりしたというつらい気持を述べたものな
どカfあった。
いずれもふだん話すことの出来ない心のうちが吐露されたものであり，大学で養成に当たっ
ているものと しても，重い課題であると受け止める。これらのことは，養護教諭本人の考え方
もさることながら，法的にも対外的にも更に条件整備が必要なことを示していると思われる。
また，単に小規模校だけの問題でなく，養護教諭全体の課題といえるのではないかと考えら
れる。
N ま と め
以上へき地小規模校に勤務する養護教諭が抱える問題点について述べてきたが，北海道のよ
うに広大な地域を擁し，小規模校，へき地校が多い事情は他県と異なる特殊事情と考えられる
が，それだけに勤務上， 生活上の問題は理解されにく いものがある。今回の調査では記述式の
内容が多かったにもかかわらず，多くの回答を得たこと，用紙の裏にまで意見や感想を書いて
くれた人が多かったことなどは日頃から感じている問題や悩みが大きいためと受け止めている。
養護教諭の職務は幅広く，時代や社会の流れによって変化している。また学校事情でも内容
が異なっており，広すぎて核心を捕えにくいことが，教職員や地域にとって理解しにくい実態
を生んでいる。特に小規模校では養護教諭配置の歴史も浅く， 何を求めるかお互いの中にとま
どいをもっていると思われる。養護教諭の活動が管理面中心から教育面への参加を強く求めら
れている今，小規模校の長所である，一人一人を大切にできる指導やゆとりを持った保健指導
は「生涯を通した健康づくり」に最も望まれることであり，その長所をいかして職務が遂行で
きることを切望するが，そのための条件整備も更に進めていく必要がある。
(1) へき地の生活環境は改善されてきているが，住宅等の質的な改善等について行政機関の
特段の努力を要望したい。
(2) 育児等と両立して仕事に打ち込める環境作りとして，保育所等の施設，内容の充実を図っ
ていくことが必要と思われる。
(3) 自己研修や生涯学習に関わって，文化的施設や教養講座，通信教育等の受講が普及充実
されることが必要である。また，積極的に関わりを求めていくことが大切である。
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(4）養護教諭制度については，学校教育法，免許法で定められているものの，内容について
まだ十分理解を得られていない。この点は個人の努力だけで解決できるものではないので，
養護教諭全体の問題として，文部省はじめ関係機関への働きかけを行っていくべきであると
考える。また上級免許取得や研修のための体制づくりは早期に確立する必要がある。
(5）大学における学習と現実では求められる内容や職務の進め方に格差があり，特に小規模
校に配置された場合，その違いが個々の仕事への意欲や質に関わってくる。大学においては
一定規模の学校を想定した概論的な講義になりがちであるが，それぞれの規模に合わせた職
務のあり方について指導していく必要がある。また，小規模校では養護教諭としてだけでな
く，教師としての力量を必要とされることから，教職に関するカリキュラムの充実を図る必
要がある。
(6）小規模校では，公私ともに人間関係の影響が大きい。人間関係の形成は個人の働きかけ
や努力に負うところが大きいが，職種の違いから起きる問題や，若年者に対する配慮などに
は，管理者である校長，教頭の一層の指導力を期待するところである。
(7) へき地校，小規模校勤務の養護教諭の研修の機会，体制を整備する必要がある。研修は
個人の努力ではあるが，出掛けにくい状況にあり，専門職のレベル向上に不安をもつものが
多い。各教育局にスーパーパイザーを置くなど，きめ細かな指導体制を希望する。
(8）養護教諭に対しては，現状を前向きに考える意欲と職務充実への努力，積極的な自己研
修が必要なことを確認したい。現状では確かに養護教諭としての活動ができにくい面がある
が，相手から与えられるのを待つだけでない，働きかけや努力が小規模校の長所をひき出し，
他からの評価と変えていく力となると思われる。
(9）養護教諭制度やその活動については，本人や職種内だけの理解でなく，対応する管理職
や教職員にも理解を求めていく必要がある。一般教員養成大学，行政の行う管理職の研修会，
教職員の各種研修会等に必要な意義や協力の仕方について理解を得る働きかけが必要である。
以上の他にも多くの問題があり，すべてを報告することはできなかったが，おおよその事は
把握できたと思う。意欲に燃えて赴任する養護教諭が，現状に挫折することなく小規模校なら
ではの職務の確立が出来るよう養成機関はじめ，関係機関の課題を提起して報告とする。
今回の調査に協力いただいた養護教諭の先生方には，貴重な御意見や示唆を寄せられたこと
に感謝し，今後の御活躍を祈念して謝意を表したい。
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